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利用成果報告書

成果公開有償利用

遷移金属触媒を用いた新規重合および有機合成反応の開発

元素分析

　本研究では、後周期遷移金属錯体を触媒として用いることで、新たな有機合成反応および重合反応の開発を行った。�　低分子化合物の有機合成
反応開発では、とくにロジウム錯体を触媒とした反応において顕著な成果が得られた。まず光学活性配位子をもつロジウム触媒を用いた付加環化反
応によって新規ケイ素架橋アリールピリジノンの不斉合成を行った。配位子の最適化により高い立体選択性で生成物を得ることに成功し、それらの
光学活性体の光学的性質について知見を得た。またロジウム触媒を用いた縫合反応という新形式の連続的な炭素―炭素結合形成反応の開発に成
功した。これにより、これまでに全く合成例のないキノイド型縮環オリゴシロールやジベンゾ[a,e]ペンタレン誘導体の合成が可能となった。�　重合反応
による高分子化合物の合成では、とくにパラジウムを用いたオレフィンと極性モノマーとの共重合反応において特筆すべき成果を挙げることができ
た。とくにホスフィンスルホナート配位子を有するパラジウム触媒系において、プロピレンと極性モノマーとの位置選択的および立体特異的な配位共
重合を初めて実現することができた。�　以上のように、本研究では低分子化合物、高分子化合物いずれの合成反応においても、新たな遷移金属触媒
系を適切に構築することで、従来の手法では実現できない化合物の合成を可能にした。
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